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Abstract
　The purpose of this study was to prepare basic materials for examining the way of Judo 
classes in junior high schools and high schools for the revision of the Courses of Study. A 
questionnaire was sent to 336 university students who had taken a judo class at a university 
that trains health and physical education teachers. The number of respondents was counted for 
each question; the overall trend was analyzed, and the following was found.
1. Many respondents (41.8%) wanted to take judo classes by gender.
2. �Most respondents wanted to learn choking techniques (59.5%), joint techniques (65.8%), and 

self-defense techniques (89.5%).
3. �Most respondents wanted to do more Randoris (66.8%), more matches (63.5%), and then they 

wanted to do more Randoris or matches (62.2%) with different people.
4. �Those who wanted to do Randoris with only their friends (41.4%) and those who did not (42.4%) 

were about the same.
5. Most respondents (60.9%) did not want to do Randori or matches with the opposite sex.

　Key words : �Budo, Judo class, Junior high school, High school, Revision of the Courses of 
Study
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Ⅰ　緒言

　「武道は，武士道の伝統に由来する日本で
体系化された武技の修錬による心技一如の運
動文化で，心技体を一体として鍛え，人格を
磨き，道徳心を高め，礼節を尊重する態度を
養う，人間形成の道であり，柔道，剣道，弓
道，相撲，空手道，合気道，少林寺拳法，な
ぎなた，銃剣道の総称を言う．」と定義され
ている（日本武道館，2017）．2012 年より武
道が中学校において必修化され，2020 年度
の中学校における柔道実施率は 52.7％であっ
たと報告されている（日本武道館，online）．
　近年，柔道における頭部外傷に関する研究

（Hayashi et al., 2019, 2020；Ishikawa et al., 
2018，2020；生田ほか，2019，2020）が進め
られているが，未だに急性硬膜下血腫のよう
な重篤な頭部外傷が発生している．特に，2019
年に小学生 2 名が急性硬膜下血腫となり，1
名が死亡したことは深刻な問題である．これ
に加えて柔道界において暴力・ハラスメント
の不祥事が後を立たない（朝日新聞デジタル，
online；全日本柔道連盟，online 1，online 2，
online 3）．このように，柔道は問題視されて
社会的に信頼をなくしているといえる．
　前述した競技柔道と中学生・高校生の柔道
授業の活動内容（文部科学省，2016，2017）
はかなり異なる．しかし，世間一般から見れ
ば両者は同じ柔道であると認識されている可
能性が高い．なぜなら，ほとんどの柔道の重
大事故は部活動で起こっているにも関わら
ず，武道必修化の実施の際に社会的問題とさ
れたからである．
　2018 年の授業実施校に対する 1 校におけ
る傷外の発生件数では，柔道 0.32 件，相撲 0.12
件，剣道 0.07 件と柔道の割合が極めて高い
こと（日本武道館，online）から，武道必修
化における柔道の継続は危惧される．また，
中学生・高校生の柔道授業において，重大な
柔道事故が発生した場合，武道必修化から柔
道が外されても不思議ではない．

　現在の武道必修化では，「勝敗を競い合い
互いに高め合う楽しさや喜びを味わうこと」

「相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろ
うとすること」など教育効果が期待されてい
る．これに加えて，柔道において本来の教育
的価値や新たな教育効果を示すことができれ
ば，武道必修化において柔道を行う意義や価
値を高めることができる．それは学校教育に
おいても，柔道界においても有益なことであ
る．
　先行研究では，学習指導要領で示された教
育効果を実証するための方法に関する研究が
多く，中学生・高校生の柔道授業において，
柔 道 本 来 の 教 育 的 価 値（ 講 道 館，1964，
online；松本，1975）や新たな価値を見いだ
そうとする試みは行われていない（石川ほか，
2017；川内谷ほか，2016，本村ほか，2003，
小林ほか，2018）．しかし，近年，包括的か
つ柔軟に柔道を捕らえて中学校・高校におけ
る柔道授業の在り方が検討されている（林，
2017a，2017b；林ほか，2021a，2021b；石川，
2017；生田ほか，2021）．これらの研究は，
学習者の考えを収集しており，学習指導要領
の改訂に向けた貴重な資料となり得る．
　そこで本研究の目的は，学習指導要領の改
訂に向けた中学校・高校における柔道授業の
在り方を検討するための基礎資料を作成する
こととした．

Ⅱ　方法

1．調査対象
　保健体育科教員を養成する大学における柔
道の授業を履修した大学生 336 名（男子 300
名，女子 36 名）にアンケートを実施した．
対象者は関西を中心に全国各地から入学した
者であり，限定された高校から集めた偏った
データにならないように配慮した．また，対
象者には，研究内容について十分に説明を行
い，同意を得てアンケートを実施した．調査
は 2021 年 7 月 1 日～ 31 日に直接アンケート
を配布して実施した．なお，本研究は，びわ
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こ成蹊スポーツ大学学術研究倫理専門委員会
で承認されたものである（成ス大第 16 号）．

2 ．調査内容
　男女別習に関すること，学習指導要領で取
り扱われていない学習内容，学習者が最も興
味を示している乱取りや試合に対する考えに
つ い て， 先 行 研 究 や 著 書 等（ 林，2017a，
2017b；林ほか，2021a，2021b；石川，2017；
生田ほか，2021）を参考に，柔道高段者（六
段以上），全日本柔道連盟 A 指導員を有する
中学校・高校の保健体育科教員を養成する大
学で柔道授業を担当する教員 3 名が今後の中
学校や高校における柔道授業を検討するため
の質問（10 問）を作成した．
　対象者には，大学で受けている柔道の授業
ではなく，中学校・高校における柔道の授業
を受ける場合を想定して回答するように補足
説明を行った．選択肢は，「はい」「いいえ」「分
からない」の 3 つとした．

3 ．分析方法
　質問ごとに回答者数を集計した後，χ2 検定
を行った（田中，1996；田中・山際，1989）．
統 計 処 理 に は， 表 計 算 ソ フ ト Microsoft 
Excel 2019 を用いた．検定の有意水準は 5％
未満とした．

Ⅲ　結果

　表 1 は，柔道の授業に対する全体の回答者
数を集計したものである．
　表 1 の No.1 より「男女別々に授業を行い
たいと思いますか？」について，χ2 検定の
結果，「はい（128 名，41.8％）」と回答した
割合が有意に高かった．
　表 1 の No.2 より「絞め技（首を絞める技）
を学習したいと思いますか？」について，
χ2 検定の結果，「はい（181 名，59.5％）」と
回答した割合が有意に高かった．
　表 1 の No.3 より「関節技（肘を伸ばしたり，
捻ったりする技）を学習したいと思います

か？」について，χ2 検定の結果，「はい（200
名，65.8％）」と回答した割合が有意に高かっ
た．
　表 1 の No.4 より「護身術（相手の攻撃を
かわして蹴る・叩くなどの反撃をする技）を
学習したいと思いますか？」について，χ2

検定の結果，「はい（272 名，89.5％）」と回
答した割合が有意に高かった．
　表 1 の No.5 より「乱取り（自由練習）を
多くしたいと思いますか？」について，χ2

検定の結果，「はい（203 名，66.8％）」と回
答した割合が有意に高かった．
　表 1 の No.6 より「試合を多くしたいと思
いますか？」について，χ2 検定の結果，「は
い（193 名，63.5％）」と回答した割合が有意
に高かった．
　表 1 の No.7 より「友人とだけ乱取りや試
合をしたいですか？」について，χ2 検定の
結果，「はい（126 名，41.4％）」と「いいえ（129
名，42.4％）」に回答した割合が有意に高かっ
た．
　表 1 の No.8 より「いろいろな人と乱取り
や試合をしたいですか？」について，χ2 検
定の結果，「はい（189 名，62.2％）」と回答
した割合が有意に高かった．
　表 1 の No.9 より「自分よりも大きな人や
強い人と乱取りをしたいですか？」について，
χ2 検定の結果，「はい（165 名，54.3％）」と
回答した割合が有意に高かった．
　表 1 の No.10 より「異性と乱取りや試合を
してみたいですか？」について，χ2 検定の
結果，「いいえ（185 名，60.9％）」と回答し
た割合が有意に高かった．

Ⅳ　考察

　表 1 の No.1 より「男女別に授業を行いた
いと思いますか？」について，「はい（41.8％）」
と思っている者の割合が高いことが明らかと
なった．
　第一に，男女における体格差や体力差によ
る怪我が起きる危険を心配しているからであ
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ると考えられる．体格差や体力差がある初心
者同士が練習することは，急性硬膜下血腫等
の重篤な頭部外傷（内田，2013）を発生させ
る危険性があると判断し，乱取り等を行わせ
ないように推奨されている（全日本柔道連盟，
2020）．このことは科学的にも証明されてい
る（Ishikawa et al., 2017；石川ほか，2021）．
したがって，怪我の危険性があるために，受
講者は男女別に授業を行いたいと思っている
と考えられる．
　第二に，異性を気にして学習に支障をきた
すことが考えられる．現在，柔道も含めて多
くの授業は男女共習となっており，柔道でも
男女が一緒に同じ授業を受けることが多い．
しかし，柔道において，男子と女子がペアに
なって学習をすることはほとんどない．なぜ

なら，前述の男女における体格差や体力差に
よる怪我の問題や異性を意識して学習に支障
をきたす問題に加えて，体格の異なる者とペ
アになった場合，掛かり練習（打ち込み）が
しにくくなるからである．
　その他には，男女共習であっても，お互い
が直接関わることがないことから，男女別に
分けても問題がないと考えている可能性があ
る．また，男女共習の場合，一般的に男子は
女子よりも力が強く，体力や運動能力も高い
ために，女子よりも上達が早い傾向にある．
この点について，筆者も男女共習の柔道クラ
スを指導していることから，女子の技能の習
熟スピードは男子よりも遅い傾向にあると感
じている．どうしても上手くできない女子に
丁寧に指導することが多くなり，授業の進行

表 1　今後の柔道授業について

No. 質問項目 選択肢 はい いいえ 分からない 合計 df χ2 値 有意差

1 男女別々に授業を行いたいと思い
ますか？

人数 128 63 115 306
2 23.20 p ＜ 0.01

％ 41.8 20.6 37.6 100

2 絞め技（首を絞める技）を学習し
たいと思いますか？

人数 181 90 33 304
2 109.98 p ＜ 0.01

％ 59.5 29.6 10.9 100

3
関節技（肘を伸ばしたり，捻った
りする技）を学習したいと思いま
すか？

人数 200 69 35 304
2 149.81 p ＜ 0.01

％ 65.8 22.7 11.5 100

4
護身術（相手の攻撃をかわして蹴
る・叩くなどの反撃をする技）を
学習したいと思いますか？

人数 272 18 14 304
2 431.24 p ＜ 0.01

％ 89.5 5.9 4.6 100

5 乱取り（自由練習）を多くしたい
と思いますか？

人数 203 58 43 304
2 154.11 p ＜ 0.01

％ 66.8 19.1 14.1 100

6 試合を多くしたいと思いますか？
人数 193 73 38 304

2 130.43 p ＜ 0.01
％ 63.5 24.0 12.5 100

7 友人とだけ乱取りや試合をしたい
ですか？

人数 126 129 49 304
2 40.59 p ＜ 0.01

％ 41.4 42.4 16.1 100

8 いろいろな人と乱取りや試合をし
たいですか？

人数 189 78 37 304
2 122.06 p ＜ 0.01

％ 62.2 25.7 12.2 100

9 自分よりも大きな人や強い人と乱
取りをしたいですか？

人数 165 100 39 304
2 78.36 p ＜ 0.01

％ 54.3 32.9 12.8 100

10 異性と乱取りや試合をしてみたい
ですか？

人数 62 185 57 304
2 103.74 p ＜ 0.01

％ 20.4 60.9 18.8 100
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が遅れる場合がある．このようなことから，
授業の遅れを気にしている者が男女別習で授
業をしたいと思っていることが考えられる．
したがって，今後，男女別習で授業を行うこ
とについて性別よる比較が必要である．
　表 1 の No.2 より「絞め技（首を絞める技）
を学習したいと思いますか？」について，「は
い（59.5％）」と思っている者の割合が高い
ことが明らかとなった．表 1 の No.3 より「関
節技（肘を伸ばしたり，捻ったりする技）を
学習したいと思いますか？」について，「は
い（65.8％）」と思っている者の割合が高い
ことが明らかとなった．表 1 の No.4 より「護
身術（相手の攻撃をかわして蹴る・叩くなど
の反撃をする技）を学習したいと思います
か？」について，「はい（89.5％）」と思って
いる者の割合が高いことが明らかとなった．
　柔道と言えば，相手を投げるイメージが強
いと考えられる．その理由は，オリンピック
や世界選手権をはじめとして，ほとんどの大
会では，投げ技によって勝敗が決まる割合が
非常に高く，その場面がマスメディアで放映
されることが多いからである．したがって，
一般的には，柔道に絞め技や関節技があるこ
と，ましてや相手を蹴る・叩くなどの護身術

（当て身技）があると認識している者は少な
いと推測される．そのため護身術に関しては，
約 9 割の者が非常に高い興味・関心を示して
おり，今後の柔道授業を発展させる学習内容
である可能性を秘めている．
　筆者が担当している保健体育科教員を養成
する大学の授業では，必ず絞め技と関節技を
学習させている．その理由は，絞め技と関節
技の学習は投げ技や抑え技よりも，柔道が武
技，武術（人を殺傷する技術）から発生した
我が国固有の文化であることを学習者に実感
させやすいからである．また，危険な技を理
解することによって，教員になった時に生徒
に危険な行為をさせないことを指導できた
り，自分が「絞め技」と「関節技」をされる
ことによって，人の痛みを理解することがで

きるからである．さらに，本学の行動指針で
ある「人の立場になって考え行動すること（忠
恕）」を理解させることに役立つからである．
したがって，護身術の学習も武技，武術から
柔道が発生したことを実感させやすいと推察
される．今後，護身術を試験的に導入して学
習効果を検証することが期待される．
　表 1 の No.5 より「乱取り（自由練習）を
多くしたいと思いますか？」について，「は
い（66.8％）」と思っている者の割合が高い
ことが明らかとなった．表 1 の No.6 より「試
合を多くしたいと思いますか？」について，

「はい（63.5％）」と思っている者の割合が高
いことが明らかとなった．これらの結果は，
林ほか（2021b）の研究の類似した質問「乱
取り（自由練習）を多くした方がよいと思い
ますか？（はい 44 名，61.1％）」「試合を行っ
た方がよいと思いますか？（はい 58 名，
80.6％）」と同様に肯定的な者の割合が高い
ことが確認された．
　柔道を学習する者は，乱取りや試合に対し
て興味・関心が高いといえる．前述したよう
に，相手を投げることが柔道であるというイ
メージが強く，それが柔道であるととらえて
いる者が多いことから，特に立ち技の乱取り
や試合を多くしたいと思っている者が多いと
考えられる．
　学習指導要領に示されている「相手の動き
に応じて，基本動作や基本となる技を身に付
け，相手を攻撃したり相手の技を防御したり
することによって，勝敗を競い合い互いに高
め合う楽しさや喜びを味わうことのできる運
動である．」という解説からも，可能な限り
乱取りや試合を実施することが望ましい．し
かし，現実的には，中学校・高校において乱
取りや試合を行わせることが困難であると思
われる．その理由として，中学校・高校にお
ける柔道授業の総時間は平均 8 ～ 10 時間と
報告されており，少ないところでは 5 時間し
か確保できないために，乱取りや試合がほと
ん ど で き な い こ と が 挙 げ ら れ る（ 石 川，
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2017；日本武道協議会・全日本柔道連盟，
2017）．また，近年の柔道の投げ技による重
大事故によって，中学校・高校の教員があま
り乱取りや試合を行わせていないことも考え
られる．
　一方，乱取りを多くしたくない者（58 名，
19.1％），試合を多くしたくない者（73 名，
24.4％）が一定数いたことにも注目すべきで
ある．これらの回答者は，あまり他人と競争
したくないという考えを持っている可能性が
ある．柔道専門の教員であれば，学習者に乱
取りや試合を多くさせたいと思うかもしれな
いが，現在の学習者の考えを考慮し，前述し
た護身術（当て身技）のような興味・関心が
高い学習内容を取り入れたり，意欲が損なわ
れないような運動負荷にすることが大切であ
る．いずれにしても，学習者の考えを収集し
て適切な乱取り時間や本数，試合回数を検討
することが重要である．
　表 1 の No.7 より「友人とだけ乱取りや試合
をしたいですか？」について，「はい（41.4％）」
および「いいえ（42.4％）」と思っている者
の割合が高いことが明らかとなった．現在の
大学生は，知らない人と関わることが苦手で
あると推察される．その一方で，知らない人
とも乱取りを通して柔道を楽しもうとする積
極的な学生がいることも考えられる．
　「友人とだけ乱取りや試合をさせること」
を行った場合，学習効果が高まらないと考え
られる．友人以外と乱取りすることは，柔道
を通して知らない相手とある種のコミュニ
ケーションを図っていることになる．どのよ
うな相手なのか（力や技，スピードの違いな
ど）を直接肌で感じることができる．また，
知らない相手（個性）を理解するなど相互理
解につながる．さらに，知らない相手（個性）
を理解することは多様化の理解にもつながる
と考える．この意味で筆者が指導している柔
道の授業では，可能な限り同じ人と乱取りを
しないように指導している．今後の研究にお
いても，友人とだけ乱取りをする者と友人以

外と乱取りをする者の学習効果についても検
証することが重要である．
　表 1 の No.8 より「いろいろな人と乱取り
や試合をしたいですか？」について，「はい

（62.2％）」と思っている者の割合が高いこと
が明らかとなった．前述の質問において，友
人とだけ乱取りや試合をしたくない学生が
42.4％存在していたことから，いろいろな人
の中には友人以外も含まれていると考えられ
る．一定の友人でなく，多くの人との乱取り
や試合を通して相互理解を深めることができ
る．その理由は，柔道を通して直接相手の力
などを肌で感じることができるからである．
会話や見た目では分からない何かをお互いに
分かり合える効果があると考えられる．今後，
質問内容を十分に検討したり，直接知らない
相手と乱取りや試合することの意義を検証す
ることが必要である．
　表 1 の No.9 より「自分よりも大きな人や
強い人と乱取りをしたいですか？」について，

「はい（54.3％）」と思っている者の割合が高
いことが明らかとなった．
　自分よりも大きな人や強い人と乱取りとす
るチャレンジ精神は大切である．しかし，現
在，頭部外傷の重篤な事故において，体格差
が発生原因であると指摘されている（全日本
柔道連盟，2020）．また，研究においても，
大学生熟練者を背負い投げと体落としで投げ
た場合，投げる者の体重が投げられる者より
15kg 重い場合，頭部外傷リスクが高まるこ
とが示されている（Ishikawa et al., 2018）．
また，大学生熟練者を大外刈りで投げた実験
では，投げる人が投げられる人より 18kg 重
い場合，頭部外傷リスクが高まることが示さ
れている（石川ほか，2021）．このことから，
体格差のある者との乱取りを避けるべきであ
る．しかし，口頭で指導するだけでは想像し
にくい．そこで，あえて体格差や体力差のあ
る者と乱取りさせて，その違いを実感させる
ことが重要であると考える．ただし，有段者
などの熟練者が十分に配慮した上で技を受け
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たり，怪我のないように優しく投げるように
すると良いと考えられる．
　表 1 の No.10 より「異性と乱取りや試合を
してみたいですか？」について，「いいえ

（60.9％）」と思っている者の割合が高いこと
が明らかとなった．この異性と柔道をするこ
とについて，先行研究（林ほか，2021b）では，
特に男子が立ち技，固め技（寝技）ともに異
性と密着する状況になることを過剰に意識し
ていることが原因であると指摘されている．
その具体的な理由として，「男子は女子の能
力に合わせて手加減をしなければならないた
めに，全力で勝負ができずに面白くない」「女
子は男子から手加減されながら乱取りをする
ために面白くない」などが考えられるが，こ
れらはあくまでも推論であるために，今後の
男女別に分析をしたり，直接理由を調査する
必要がある．

Ⅴ　総括

　本研究の目的は，学習指導要領の改訂に向
けた中学校・高校における柔道授業の在り方
を検討するための基礎資料を作成することと
した．保健体育科教員を養成する大学におけ
る柔道の授業を履修した大学生 336 名にアン
ケートを実施した結果，以下のことが明らか
となった．
1 ．�柔 道 の 授 業 を 男 女 別 に 受 け た い 者

（41.8％）が多かった．
2 ．�絞め技を学習したい者（59.5％），関節

技を学習したい者（65.8％），護身術を
学習したい者（89.5％）が多かった．

3 ．�乱取りを多くしたい者（66.8％），試合
を多くしたい者（63.5％），いろいろな
人と乱取りや試合をした者（62.2％）が
多かった．

4 ．�友人とだけ乱取りや試合をしたい者
（41.4％）としたくない者（42.4％）がほ
ぼ同じ割合であった．

5 ．�異性と乱取りや試合をしたくない者
（60.9％）が多かった．
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